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八
月
三
日
（
日
）
の
記
念
講
演
は
、
元
・
関
脇 

寺
尾
の
錣

山
親
方
が
、
「
本
気
で
向
き
合
う 

～
い
つ
も
全
力
、
い
つ
も

真
剣
。
厳
し
さ
は
愛
情
～
」
と
い
う
演
題
で
熱
弁
を
ふ
る
っ

た
。 

 

小
学
生
の
と
き
、
父
で
あ
る
親
方
か
ら
「
お
相
撲
さ
ん
の
お

陰
で
生
活
で
き
て
い
る
か
ら
、
こ
れ
か
ら
は
お
相
撲
さ
ん
の
食

べ
た
残
り
を
食
べ

る
」
よ
う
に
言
わ

れ
た
こ
と
や
、
中

学
生
の
時
に
い
じ

め
っ
子
に
勝
っ
た

こ
と
で
大
き
な
転

換
期
を
迎
え
た
こ

と
。
母
親
の
死
を

き
っ
か
け
に
相
撲

界
に
入
っ
た
こ
と

な
ど
を
語
っ
た
。 

 

引
退
の
時
の
話

で
は
、
「
い
ろ
い

ろ
な
人
に
支
え
ら

れ
て
や
っ
て
い
け

る
」
の
だ
と
感
じ

た
こ
と
や
、
「
母
親
に
相
撲
界
に
入
れ
て
も
ら
っ
て
、
子
供
に

引
退
を
決
め
て
も
ら
っ
た
」
と
当
時
を
ふ
り
返
り
な
が
ら
エ
ピ

ソ
ー
ド
を
交
え
て
語
ら
れ
た
。 

 

ま
た
、
現
在
親
方
で
あ
る
自
分
が
心
が
け
て
い
る
こ
と
と
し

て
、
預
か
っ
た
人
は
自
分
の
子
供
と
同
じ
で
あ
る
。
だ
か
ら
、

子
供
に
本
気
で
叱
る
。
そ
し
て
、
だ
ら
だ
ら
怒
る
の
は
や
め
る

と
、
教
職
員
で
あ
る
我
々
に
通
じ
る
話
で
最
後
を
ま
と
め
ら
れ

た
。 

 

八

月

二

日
（
土
）
、
三

日

（
日
）
、
宮
崎
県
の
ワ
ー
ル
ド
コ

ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
・
サ

ミ
ッ
ト
に
て
、
全
国
教
育
研
究
大

会
が
開
催
さ
れ
た
。
島
教
協
か
ら

は
、
出
雲
市
立
河
南
中
学
校
若
松

分
校
の
岡
本
美
由
紀
教
諭
が
、
特

別
支
援
教
育
に
つ
い
て
提
案
発
表

を
行
っ
た
。 

 
 

 

大
会
二
日
目
に
は
、
全
体
会
と

記
念
講
演
が
行
わ
れ
た
。
開
会
行
事
に

は
、
来
賓
と
し
て
自
由
民
主
党 

中
山
成
彬 

衆
議
院
議
員
、
公
明

党 

弘
友
和
夫 

参
議
院
議
員
、
東
国
原
英
夫 

宮
崎
県
知
事
ら
が

臨
席
さ
れ
、
知
事
が
挨
拶
に
立
た
れ
る
と
会
場
か
ら
た
く
さ
ん
の
フ

ラ
ッ
シ
ュ
が
た
か
れ
た
。
「
ま
あ
、
ど
こ
へ
行
っ
て
も
こ
ん
な
感
じ

で
す
。
今
日
お
越
し
の
皆
さ
ん
は
、
先
生
方
だ
と
聞
い
て
い
た
の
で

そ
う
い
う
こ
と
も
少
な
い
か
な
と
思
い
ま
し
た
が
、
そ
う
い
う
わ
け

で
は
な
い
ん
で
す
ね
。
ど
う
ぞ
ど
う
ぞ
。
」
と
笑
顔
で
挨
拶
を
さ
れ

た
。 

 

閉
会
行
事
で
は
、
香
川
県
教

職
員
連
盟
の
田
中
秀
年
委
員
長

が
、
お
遍
路
さ
ん
に
扮
し
て
、

「
八
百
軒
の
う
ど
ん
屋
が
あ
り

ま
す
。
全
国
の
会
員
の
皆
さ
ん

の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
」
と
、
来
年
の
開
催
県
で
あ

る
こ
と
を
強
く
ア
ピ
ー
ル
し

た
。 

 

    東国原知事にフラッシュの連続 

 挨拶をする東国原知事 

がっちり握手をする宮教研連の

藤崎会長と香教連の田中委員長 

       錣山親方 



 

 
八
月
二
日
（
土
）
、
教
育

研
究
全
国
大
会
の
特
別
支
援

教
育
分
科
会
で
、
島
根
県
の

代
表
と
し
て
、
出
雲
市
立
河

南
中
学
校
若
松
分
校
の
岡
本

美
由
紀
教
諭
が
提
案
発
表
を

行
っ
た
。 

  

特
別
支
援
教
育
分
科
会
で

は
、
今
回
三
つ
の
提
案
発
表

が
行
わ
れ
た
。
岡
本
教
諭
の

ほ
か
に
、
大
分
県
立
芸
術
緑

丘
高
等
学
校
の
添
田
教
諭

が
、
「
県
立
別
府
養
護
学
校
に
お
け
る
重
症
心
身
障
害
児
の
緊
急
時

対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
つ
い
て
」
、
栃
木
県
下
野
市
立
吉
田
西
小
学
校

の
伊
藤
教
諭
と
大
田
原
市
立
西
原
小
学
校
の
黒
田
教
諭
が
、
「
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
求
め
ら
れ
る
専
門
性
と
専
任
で
あ
る
こ
と
の
大
切

さ
」
を
そ
れ
ぞ
れ
発
表
し
た
。 

  

特
に
、
栃
木
の
発
表
は
県
内
五
百
校
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
も
と
に

コ
ー
テ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
関
し
て
三
つ
の
提
案
が
な
さ
れ
た
。
一
つ

は
、
校
内
支
援
体
制
充
実
の
た
め
の
認
知
度
向
上
の
重
要
性
、
一
つ

は
、
専
門
性
向
上
の
た
め
の
研
修
充
実
の
重
要
性
、
一
つ
は
、
支
援

策
を
共
有
す
る
時
間
確
保
の
た
め
の
専
任
で
あ
る
こ
と
の
必
要
性
で

あ
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
は
、
島
根
県
で
も
い
え
る
こ
と
で
あ
る
。
関

係
機
関
と
の
連
絡
・
調
整
が
主
な
仕
事
で
は
あ
る
が
、
校
内
の
教
職

員
か
ら
た
く
さ
ん
の
相
談
が
寄
せ
ら
れ
、
し
か
も
今
す
ぐ
ア
ド
バ
イ

ス
が
欲
し
い
と
い
う
こ
と
が
多
い
た
め
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は
多

忙
を
極
め
て
い
る
。
こ
う
し
た
こ
と
は
、
学
校
訪
問
で
も
多
く
聞
い

て
い
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
同
様
、
要
望
活
動
に
活
か
し
て
い
く
考
え

で
あ
る
。 

 
 
 

特
別
支
援
教
育
分
科
会 

発
表
報
告 

紹介文

受付中 

 

「
学
校
紹
介
文
」
を
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
学
校
・
地
域
の
紹

介
、
研
究
発
表
・
実
践
紹
介
な
ど
を
掲
載
し
、
現
場
の
様
子
、
会
員
の
皆
様
の
様

子
を
伝
え
て
い
ま
す
。
よ
り
多
く
の
現
場
の
様
子
を
伝
え
る
た
め
に
も
、
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

出雲市立第一中学校 

 出雲市立第一中学校

は、全校生徒651名の学

校で、「自立・敬愛・剛

健」という校訓のもと、

生徒は勉強も部活動もが

んばっています。なんと

いっても、目立つのが、

上下真っ青なジャージで

すが、子どもたちはこれ

を「青タイ」と称し、と

ても愛着をもちながら着

こなしています。 

《 

第
二
回 

教
育
講
演
会
の
ご
案
内 

》 
  
 

日 

時 
 

九
月
二
十
日
（
土
） 

十
三
時
三
十
分
よ
り 

別
紙
参
照 

 
 

場 

所 
 

益
田
人
権
セ
ン
タ
ー
（
あ
す
な
ろ
館
） 

 
 

講 

師 
 

平
山 

諭
氏
（
倉
敷
市
立
短
期
大
学
教
授
） 

 
 

演 

題 

「
Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
・
Ｐ
Ｄ
Ｄ
症
状
に
対
応
す
る
授
業
ス
キ
ル 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

脳
科
学
を
活
用
し
た
」 

【
岡
本
教
諭
の
発
表
】 

 

 

若
松
分
校
で
は
、
ア
セ
ス
メ
ン
ト
か
ら
個
別
の
指
導
計
画
ま
で
を
盛
り
込
ん
だ
「
Ｓ

Ｃ
Ｈ
Ｏ
Ｏ
Ｌ 

Ｒ
Ｅ
Ｃ
Ｏ
Ｒ
Ｄ
」
を
作
成
し
、
個
別
の
支
援
に
役
立
て
て
い
る
。
そ
の

中
で
教
職
員
が
特
に
大
切
に
し
て
い
る
の
が
、
そ
の
作
成
の
過
程
で
深
ま
っ
て
い
く

「
子
供
理
解
」
で
あ
り
、
「
人
垣
」
と
呼
ん
で
い
る
、
子
供
を
取
り
巻
く
人
々
の
連
携

と
協
力
で
あ
る
。
発
表
は
、
「
Ｓ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
Ｏ
Ｌ 

Ｒ
Ｅ
Ｃ
Ｏ
Ｒ
Ｄ
」
作
成
の
方
法
、
ア

セ
ス
メ
ン
ト
の
方
法
を
中
心
に
、
他
と
の
連
携
の
形
に
つ
い
て
も
行
わ
れ
た
。 

 

今
後
の
課
題
は
、
現
在
「
退
院
後
に
つ
な
が
る
支
援
の
方
法
」
と
し
て
進
路
を
含
め

た
移
行
支
援
計
画
に
つ
い
て
模
索
中
で
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。 

一人一人の教育的ニーズをとらえるアセスメント 

  提案発表する岡本教諭 

県西部の皆

様注目！ 


